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我らが喜びの声、賛美の声をあげ始めたとき, 
主は伏兵を設けて〜彼らは打ち負かされた。 

 
 
 

                  ヨハネ3：34  
       「神がお遣わしになった方は、神のことばを話される。 
          神が御霊を無限に与えられるからである。」 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ガリラヤ湖の日の出 
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＊皆様のお手荷物・貴重品等には十分ご注意下さい。 
教会内での紛失や盗難等については一切責任を負いかねます。 
 
 

【ガラテヤ人への手紙 5章】 
「愛によって働く信仰だけが大事なのです。」 

(ガラテヤ5：6) 
 

 
7 ですから、あなたはもはや奴隷ではなく、子です。子ならば、神によ

る相続人です。 
 

」 (ガラテヤ4：) 
 
 
 
 

 
 

 
       

 
 
 

  

 
  

 

  

 
  

 

  

 
  

 

 私たちが救われたのは、自由を受ける為です。それは13節 愛によって互いに仕

え合うための自由です。「あなたの隣人をあなた自身のように愛せよ。」といわれて
いるからです。 
 それに反して、私たちの肉は奴隷状態です。19節 「肉の行いは明白であって、次
のようなものです。不品行、汚れ、好色、 偶像礼拝、魔術、敵意、争い、そねみ、憤
り、党派心、分裂、分派、ねたみ、酩酊、遊興、そういった類のものです。」(5：19〜
21)  そのような生活をしている者は、神の国を相続することは出来ません。 
救い主イエス・キリストを信じる信仰によって、御霊が我が内にやどり、24節「生ま

れながらの悪い欲望をその十字架につけてしまった。」ので、私たちはもはや肉の
奴隷ではありませんが、 「不法がはびこるので、多くの人の愛は冷たくなります。」
マタイ24：12  世の終わりに向かって、なおなお愛が冷えていく時代になっていま

す。私たちの中には愛はありませんが、「愛を追い求めなさい。また、御霊の賜物、
特に預言することを熱心に求めなさい。」と愛の根源である神から愛と神の言葉を
受けることが勧められています。  

 主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、あなたがたすべてとともにあ
りますように。と祝祷にありますが、 

 「御霊によって歩む」ことが大切です。朝起きた時から、「聖霊様おはようございま
す。」と、聖霊と共に歩みましょう。そうすれば肉の欲望を満足させることはありませ
ん。それはいのちと平安をもたらします。（ローマ8：6） 

  また、「御霊に導かれ」ましょう。御霊に導かれる人は奴隷の子ではなく、誰でも
神の子どもです。 （ローマ8：14）  御霊に導かれるというのは、神のみ声に聞き従
う歩みですね。 
 東京のK兄は長崎の教会に行く様に語られました。そこで結婚相手の人に出会う

とは知らなかったのですが、聞き従った上で結婚し、今夫婦で素晴らしい映画ミッ
ションの働きをしておられます。また、じっとしていることのできない私たちのリー
ダーは足を骨折して身動きができず、非常に苦しみにあうかと思ったら、神様が「私
の言う通りにしなさい。」と、一日のスケジュールを書くように言われ、それを実行し
ているうちに楽しくなって、身動きができないことも苦ではなく、自制出来たという話
も聞きました。また娘がブログに書いていたのですが、職場である人から理不尽な
扱いをされたそうですが、その時、「感謝しなさい。」と内なる語りかけを聞き、感謝
していると、喜びが沸き起こって笑っていると、その相手が猛暑の職場の中で冷た
い水を持ってきてくれたという証しも聞きました。御霊の実は「愛、喜び、平安、寛容、
親切、善意、誠実、柔和、自制です。」 御霊の実は聞き従っていくときに、どんどん
成長していくものです。もっと正確に聞き従うことができるように祈っていきましょう。 

 互いに挑み合ったり、そねみ合ったりしないで虚栄に走ることないようにしましょう。 
愛によって働く信仰だけが神の栄光を表し、人々を救いに導き、栄光を現す大事な
ものです。 
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